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［2］ 123号

平成 30 年度  一般会計、特別・公営企業会計

会　　計 平成 30 年度
予算額

対前年

増減額 増減比

一般会計 39 億 5800 万円 △ 1億 6100 万円 △ 3.9％

特別会計

国民健康保険特別会計 8億 9986 万円 △ 9868 万円 △ 9.9％
診療所特別会計 7716 万円 490 万円 6.8％
介護保険特別会計 7億 659 万円 446 万円 0.6％
後期高齢者医療特別会計 7951 万円 587 万円 8.0％
温泉開発事業特別会計 2924 万円 △ 17 万円 △ 0.6％
農業集落排水特別会計 9497 万円 △ 401 万円 △ 4.1％
下水道事業特別会計 2億 1700 万円 △ 1153 万円 △ 5.0％

公営企業会計 上水道事業会計 1億 8019 万円 923 万円 5.4％
合　　計 62 億 4252 万円 △ 2億 5093 万円 △ 3.9％

　一般会計と特別・公営企業会計を合わせて 2 億 5093 万円の大幅減額。経常的経費の抑制を図り、健
全財政を目指す方向の予算案。

大型事業が一段落、前年比 3.9％減

　

平
成
30
年
第
１
回
高
山
村
議
会
定
例
会
は
、
３
月
１
日
か

ら
16
日
ま
で
の
16
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
議
会
に
提
案
さ
れ
た
案
件
は
39
件
に
上
り
、
い
ず
れ
も

可
決
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
平
成
30
年
度
予
算
に
つ
い
て
は

「
予
算
審
査
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
審
査
を
し
ま
し
た
。

　

３
月
６
日
の
一
般
質
問
に
は
７
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
村

政
を
質
し
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
予
算

一
般
会
計
予
算

国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
予
算

　

平
成
30
年
度
予
算
関
係
の

９
件
は
「
予
算
審
査
特
別
委

員
会
」
に
お
い
て
、
４
日
間

に
わ
た
っ
て
慎
重
に
審
査
を

し
、
16
日
の
本
会
議
で
予
算

９
件
す
べ
て
可
決
し
ま
し
た
。

　

予
算
審
査
特
別
委
員
会
に

お
け
る
質
疑
の
内
容
は
４-

５
頁
に
ま
と
め
て
あ
り
ま
す
。

　

一
般
会
計
は
平
成
27
年
度

46
億
３
７
０
０
万
円
、
28
年

度
40
億
４
５
０
０
万
円
、
29

年
度
41
億
１
９
０
０
万
円
と

40
億
円
を
超
え
た
予
算
が
続

い
て
き
ま
し
た
が
、
30
年
度

は
前
年
比
３
・
９
％
減
の
39

億
５
８
０
０
万
円
と
１
億
６

１
０
０
万
円
縮
小
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

や
七
味
温
泉
橋
な
ど
の
大
型

事
業
が
一
段
落
し
た
こ
と
な

　

特
別
会
計
の
中
で
最
大
の

構
成
比
を
占
め
る
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
は
前
年
度
比

９
・
９
％
減
の
８
億
９
９
８

６
万
円
で
、
９
８
６
８
万
円

の
減
額
で
す
。
こ
れ
は
持
続

可
能
な
医
療
保
険
制
度
・
国

民
皆
保
険
の
た
め
、
４
月
に

制
度
改
正
し
、
県
が
市
町
村

と
運
営
を
担
う
こ
と
が
要
因

で
す
。

条
例
制
定

　
「
防
災
資
機
材
備
蓄
倉
庫
」

と
「
居
宅
介
護
支
援
」
に
関
す

る
２
件
の
新
規
条
例
は
全
員

賛
成
に
よ
り
可
決
し
ま
し
た
。

条
例
改
正

　
「
報
酬
」「
村
税
」「
国
保
」

「
介
護
」
等
に
関
す
る
11
件
の

条
例
改
正
は
全
員
賛
成
に
よ

り
可
決
し
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
補
正
予
算

　

平
成
29
年
度
の
一
般
会
計
・

特
別
会
計
等
関
連
８
件
の
補

正
予
算
は
全
員
賛
成
に
よ
り

可
決
し
ま
し
た
。

そ
の
他
の
議
案

　

橋
梁
工
事
請
負
変
更
な
ど

即
決
議
案
３
件
、
高
山
村
道

路
線
の
変
更
な
ど
４
件
の
議

案
は
全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

し
ま
し
た
。

同
意
案
件

　
「
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

の
選
任
」
と
「
農
業
委
員
の

任
命
」
の
２
件
の
同
意
は
全

員
賛
成
に
よ
り
可
決
し
ま
し

た
。

ど
が
大
き
な
要
因
で
す
。
新

年
度
は
よ
り
生
活
に
密
着
し

た
案
件
に
目
を
向
け
て
い
る

か
、
議
会
も
注
視
し
て
お
り

ま
す
。
内
容
と
し
て
は
新
た

な
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
、
公

衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
や
情
報
無
線

な
ど
デ
ジ
タ
ル
環
境
の
整
備
、

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た

祝
い
金
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。

一般会計予算
３月定例会
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平成 30 年度  主要施策

新規

地域公共交通再編 3366 万円
高校生バス通学補助 200 万円
高齢者等公共交通利用者支援 150 万円
公衆無線 LAN環境整備 1130 万円
移動系防災行政無線のデジタル化整備 540 万円
賑わいの場プロジェクト調査検討 400 万円
畜産クラスター計画に基づく畜舎等施設整備 2000 万円
蕨温泉施設改修 5152 万円
高齢者福祉センター施設改修 377 万円
高山診療所レントゲン機器等整備 768 万円
消防団防火衣整備 146 万円
小学校副読本発行「村の歴史等」 404 万円

拡大

新規の胃がん内視鏡検診を含む健康診査 3066 万円
給食費の負担軽減 452 万円
新規就農者支援 1772 万円
後期高齢者医療費負担 7107 万円
消防ポンプ車等整備 629 万円

重点 YOU游ランド施設改修 3808 万円

　新しい交通システム、デジタル環境整備、高齢者支援、健康支
援のほか、老朽化に伴い蕨温泉施設と YOU 游ランドを改修します。

　平成 27 年度予算が飛びぬけて大きいのは、学校給食センター建設のための予算があるためです。グ
ラフの推移から直近の 3 年度だけが 40 億円を超えていることが分かります。

健全財政を目指せるか

一般会計予算の推移
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30 年度

（億円）

34億1300万円 34億7000万円 34億5600万円
36億8800万円 37億5200万円

38億9400万円

46億3700万円

40億4500万円 41億1900万円

４年ぶりに40億円を割る

学校給食費の負担軽減を拡大。

新規就農者支援事業による体験会。

39億5800万円
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予
算
審
査
特
別
委
員
会

村
民
の
た
め
の

予
算
に
な
っ
て
い
る
か

　

３
月
７
日
か
ら
12
日
ま
で
、
30
年
度
予
算
を
集
中
審
査
す
る
た
め
の
特
別
委
員
会

を
開
き
ま
し
た
。

　

委
員
長
に
涌
井
仙
一
郎
議
員
、
副
委
員
長
に
松
本
茂
議
員
を
選
出
し
、
予
算
に
対

し
て
活
発
な
質
疑
・
要
望
等
が
あ
り
ま
し
た
。

総
　
務
　
課

村
民
生
活
課

産
業
振
興
課

質
問
：
人
事
評
価
制
度
構
築
導
入

支
援
業
務
の
委
託
先
と
内
容
は
。

答
弁
：
委
託
先
は
民
間
業
者
。

内
容
と
し
て
は
人
事
評
価
シ
ス

テ
ム
の
運
用
研
修
及
び
公
平
・

公
正
な
評
価
が
実
施
で
き
る
よ

う
評
価
者
及
び
被
評
価
者
研
修

を
行
い
ま
す
。
な
お
、
平
成
28

年
度
か
ら
人
事
評
価
に
関
す
る

研
修
を
行
っ
て
い
る
が
、
今
後

は
こ
れ
ま
で
の
構
築
し
た
デ
ー

タ
の
利
用
に
関
す
る
研
修
も

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

質
問
：
公
共
施
設
劣
化
調
査
は

質
問
：
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム

は
、
デ
マ
ン
ド
交
通
で
も
バ
ス

で
も
利
用
で
き
る
の
か
。

答
弁
：
幹
線
交
通
（
バ
ス
）
で

も
支
線
交
通
（
デ
マ
ン
ド
）
で

も
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

車
両
に
は
ハ
ン
デ
ィ
型
の
カ
ー

劣
化
の
み
で
は
な
く
、
利
用
度
・

貢
献
度
も
調
査
さ
れ
て
い
る
の

か
。

答
弁
：
利
用
度
・
貢
献
度
は
通

常
の
業
務
の
中
で
調
査
す
る
こ

と
と
し
、
今
回
の
調
査
で
は
専

門
家
で
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い

劣
化
等
に
関
す
る
調
査
の
み
を

外
部
に
委
託
し
ま
す
。

質
問
：
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
設
置
補
助
金
は
見
直
し

を
行
っ
て
い
く
の
か
。

答
弁
：
本
年
度
は
昨
年
と
同
額

の
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
村

の
方
向
性
と
し
て
、
環
境
に
や

さ
し
い
村
づ
く
り
を
か
か
げ
て

お
り
、
現
時
点
で
見
直
し
を
行
っ

て
い
く
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ド
読
み
込
み
機
を
搭
載
す
る
予

定
で
す
。

質
問
：
不
妊
治
療
補
助
金
は
人

口
増
を
掲
げ
て
い
る
の
に
予
算

計
上
が
少
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答
弁
：
例
年
予
算
と
し
て
１
人

あ
た
り
50
万
円
と
し
２
名
分
予

算
計
上
し
て
い
ま
す
。
高
度
治

療
の
場
合
、
県
の
補
助
金
を
優

先
的
に
使
用
し
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
不
足
分
に
つ
い
て
は
補

正
予
算
で
対
応
し
ま
す
。

質
問
：
Ｙ
Ｏ
Ｕ
游
ラ
ン
ド
の
会

員
の
人
数
は
。

答
弁
：
平
成
28
年
度
実
績
で
会

員
は
４
１
７
名
。
内
訳
は
高
山

村
民
１
７
４
名
、
須
坂
市
１
５

８
名
、
小
布
施
町
50
名
、
そ
の

他
市
町
村
35
名
で
す
。

質
問
：
介
護
保
険
要
支
援
１
と

２
の
方
の
人
数
は
。
施
設
入
所

者
の
人
数
は
。

答
弁
：
平
成
29
年
12
月
末
日
時

点
の
人
数
。
要
支
援
１
は
50
名
、

要
支
援
２
は
34
名
。
居
宅
介
護

者
は
２
２
８
名
で
う
ち
要
支
援

者
は
54
名
。
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
52
名
う
ち
要
支
援
者
０
名

で
す
。

質
問
：
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｇ
Ａ
Ｐ
に

つ
い
て
対
象
農
家
の
件
数
は
。
い

つ
ま
で
に
取
得
を
目
指
す
の
か
。

答
弁
：
具
体
的
な
計
画
・
目
標

年
度
ま
で
は
定
め
ら
れ
な
い
状

況
で
す
。
県
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル

Ｇ
Ａ
Ｐ
の
講
師
の
育
成
を
行
っ

て
い
こ
う
と
し
て
い
る
段
階
で

す
。

質
問
：
環
境
保
全
型
農
業
直
接

支
払
交
付
金
は
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
と
こ
ろ
へ
交
付
し
て
い

る
の
か
。
有
機
農
法
に
よ
り
か

え
っ
て
農
地
が
荒
れ
て
し
ま
う

こ
と
の
な
い
よ
う
、
い
い
か
げ

ん
に
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に

は
交
付
の
チ
ェ
ッ
ク
を
厳
し
く

行
っ
て
ほ
し
い
。 

答
弁
：
化
学
肥
料
、
農
薬
を
使

わ
な
い
有
機
農
業
者
（
冬
期
湛

水
な
ど
）
へ
補
助
を
行
っ
て
い

ま
す
。
農
地
管
理
が
不
備
の
場

合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

質
問
：
松
く
い
虫
被
害
木
の
処

理
・
実
態
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

答
弁
：
燻
蒸
と
破
砕
を
行
っ
て

い
ま
す
。
高
山
大
橋
、
久
保
、

質
問
：
自
主
防
災
会
の
法
被
は

区
長
の
み
の
購
入
な
の
か
。
代

理
区
長
分
は
な
い
の
か
。

答
弁
：
今
年
度
は
区
長
分
26
着

の
み
購
入
予
算
を
計
上
し
て
い

ま
す
。
代
理
区
長
分
に
つ
い
て

は
今
後
検
討
し
ま
す
。
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教
育
委
員
会

建
設
水
道
課

質
問
：
空
き
教
室
の
現
状
と
そ

の
利
用
状
況
は
。

答
弁
：
小
学
校
で
は
児
童
会
室

や
総
合
的
な
学
習
の
教
室
と
し

て
、
中
学
校
で
は
生
徒
会
室
な

ど
と
し
て
空
き
教
室
を
有
効
に

活
用
し
て
い
ま
す
。

質
問
：
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が

狭
く
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
今

後
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
弁
：
文
化
施
設
と
合
わ
せ
て
考

え
て
い
た
が
、
切
り
離
し
て
考
え

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
度

中
に
場
所
・
規
模
・
内
容
等
概
略

質
問
：
山
田
牧
場
の
花
街
道
整

備
は
キ
ン
セ
ン
カ
等
で
は
な
く
、

ア
ジ
サ
イ
等
の
場
所
に
合
っ
た

も
の
を
。 

を
考
え
て
い
き
ま
す
。

質
問
：
児
童
ク
ラ
ブ
に
午
後
７

時
ま
で
勤
務
で
き
る
責
任
者
を

置
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁
：
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
設
置
に
お
け
る
議
論
の
中
で
、

児
童
ク
ラ
ブ
と
の
調
整
も
出
て

く
る
と
思
う
の
で
、
そ
の
な
か

で
こ
の
問
題
に
つ
い
て
も
解
決

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

職
員
の
採
用
や
人
事
に
関
す
る

問
題
で
あ
る
の
で
慎
重
に
検
討

し
ま
す
。

質
問
：
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

は
ど
の
よ
う
な
方
が
利
用
さ
れ
、

そ
の
内
容
は
。

答
弁
：
子
ど
も
を
保
育
園
に
預

け
て
い
な
い
方
が
利
用
さ
れ
ま

す
。
子
育
て
相
談
・
情
報
交
換

の
場
所
で
あ
り
、
楽
し
み
な
が

ら
子
育
て
を
し
て
も
ら
う
た
め

の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

予算審査特別委員会で慎重に審議。

中
原
、
三
郷
な
ど
の
地
区
に
被

害
が
多
い
。
気
候
に
よ
り
松
く

い
虫
の
被
害
量
は
異
な
る
が
、

平
成
29
年
度
は
例
年
に
比
べ
被

害
が
少
な
か
っ
た
。

質
問
：
賑
わ
い
の
場
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
は
ど
ん
な
も
の
か
。

答
弁
：
村
長
公
約
の
道
の
駅
・

星
の
駅
構
想
を
検
討
す
る
庁
内

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
名

称
で
あ
り
、
調
査
検
討
を
行
い

ま
す
。

答
弁
：
検
討
し
ま
す
。

質
問
：
道
の
駅
研
究
会
（
賑
わ

い
の
場
研
究
委
員
会
）
の
メ
ン

バ
ー
は
決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁
：
研
究
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

は
今
後
人
選
し
ま
す
。

質
問
：
山
田
温
泉
ス
キ
ー
場
の

駐
車
場
、
村
で
買
い
上
げ
て
道

路
認
定
が
で
き
な
い
か
。 

答
弁
：
村
と
し
て
は
、
登
記
を

す
る
に
あ
た
り
多
額
の
費
用
が

掛
か
る
の
で
、
現
在
行
っ
て
い

る
山
林
の
地
籍
調
査
に
合
わ
せ

て
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

質
問
：
橋
梁
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

に
で
き
な
い
か
。

答
弁
：
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
検
討
し
た

が
、
電
球
だ
け
で
な
く
機
器
本

体
を
入
れ
替
え
る
必
要
が
あ
り

多
額
の
費
用
が
か
か
る
こ
と
が

判
明
し
ま
し
た
。
導
入
し
た
場

合
、
ど
れ
く
ら
い
の
期
間
で
償

却
で
き
る
の
か
検
討
し
ま
す
。



［6］ 123号

平成３０年度 一般会計予算

平成３０年度　国民健康保険特別会計予算

　平成 30 年度の一般会計予算総額は 39 億 5800 万円
となり前年当初予算比 3.9% 減です。
　高齢者及び障害者・子育て支援関連、並びに新たな
公共交通や「YOU 游ランド」整備など、「中山間総合
整備事業」や「就農おためし住宅」新規就農者、畜産
など担い手農家の育成、「プレミアム付き商品券」発行
事業への支援、「観光振興地域活性化事業」・「賑わい
の場づくり」の推進、役場前交差点改良工事、村営住
宅購入費、デジタル行政無線や J アラートの更新、き
め細やかな学習環境の整備、給食費の引き下げ、高校
生の通学補助、教育環境の整備に力を注いだ予算です。
以上のことから賛成します。

松本  茂 議員

　住民の健康と地域医療に重要で、国民皆保険制度の
中核をなす国民健康保険の、本村の平成 30 年度予算
は、前年度比 9.9％減の８憶 9986 万円です。持続可
能な医療保険制度と、国民皆保険堅持のため、４月に
制度改正し、県が市町村と運営を担います。
　平成 30 年度は「村の保険税率」が「県の標準保険
料率」を若干上回りますが、それ以降の「標準保険料率」
は、大幅上昇が予想されます。
　国民健康保険運営協議会の答申を尊重し、村の平成
30 年度は税率据え置きです。基金は激変緩和に充てる
計画で、安定的な財政運営が期待されます。以上のこ
とから、この予算に賛成します。

西條  正純 議員

　私は平成 30 年度高山村一般会計予算に反対する立
場から討論致します。
　地方交付税の予算額が、少なく見込みすぎでは。安
全確実に予算を組むのはわかるが、少なすぎる。歳出
では、職員の超過勤務手当の額が少ない。サービス残
業が日常化しているのではないか。嘱託職員が 47 名
と資料にあるが、賃金が安すぎる。大幅に引き上げる
か、少しでも期末手当の支給の検討を求める。官製ワー
キングプアを作り出すことは避けてほしい。家庭保育給
付事業は本当に公平なのか、検討を求めたい。
　基金も 35 億円を超えた。有効活用を求め、反対討
論とします。

畔上  孝一 議員

　全国の国保税の１人当たり金額は、1980 年代が３
～４万円、2000 年代以後は８～９万円、現在は 9.1
万円です。今後高齢化や医療技術の進歩により、2025
年では 11.2 万円になると厚労省は試算しています。本
村の国保加入世帯はおよそ 1000 世帯、1900 人。１
人当たり国保税は約 10 万円。全国平均より約１万円
高額です。国保積立基金は１億円以上あり、10％取
り崩せば、１世帯１万円減額できます。「国保税引き
下げのための基金の取り崩しは条例上できません」が、

「今後推移をみて検討」していただき「払いたくても
払いきれない村民がいる」ことを思い、負担の軽減を
求め反対討論とします。

湯本  辰雄 議員

賛　　成

賛　　成

反　　対

反　　対

条例新設
「高山村防災資機材等備蓄倉庫設置条例」

　災害等の非常時に必要となる食糧、生活必需品、防災資機材の物資を備蓄し、供給する拠点として
防災資機材等備蓄倉庫を高山村大字高井 5000 番地１に設置する条例が新設されました。 全員賛成

全員賛成

全員賛成

「高山村指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例」
　介護保険法の規定に基づき、指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準並びに指定居
宅介護支援事業者の要件を定める条例が新設されました。

連携協約
「長野市及び高山村における連携中枢都市圏形成に係る連携協約の一部を変更する連携協約」

　長野市と連携して民間等バス路線の再編など、地域公共交通ネットワークの調査・研究・形成等に
向けた取り組みを行うため、連携協約の一部を変更する連携協約が承認されました。
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３月定例会 一般質問
３月定例会の一般質問は３月６日に開かれ、７名の議員が14の事項について質問を行いました。

頁 質問議員 質問事項 答　　弁

８頁 松本　　 茂 高山村特産品のりんご・ぶどうの振興対
策を

高山ブランドが維持できるよう支援し
ます

９頁 西原　 澄夫

村内で年々増加する「空き家」の有効活
用は

引き続き「空き家バンク」登録件数増
に取り組みます

消防団員の高年齢化が進む中で団員の
確保は

「女性団員」や「機能別団員」などの
採用も検討します

10 頁 湯本 　辰雄

国保税の引き下げを求める 現段階では、引き下げはできません

噴火災害情報の充実を 草津白根山火山ハザードマップを見直
します

Ｕターン農業後継者に経営補助金（仮称）
の新設を

現行制度の活用をお願いします

11 頁 水谷　　 清
人口 8000人の村づくりの現在認識は 村民の元気の出る村づくりの一環

ふるさと納税で村の独自性は 返礼品は村内産が条件

12 頁 西條 　正純 新しい公共交通網の財政負担とネットで
の対応は 負担は軽減、ネットは検討します

13 頁 畔上 　孝一

防災無線の有線化のメリットは 防災力の強化と確実な情報伝達

デマンド方式の交通の導入は 本年 10 月から運行予定

就農おためし住宅の利用状況は ７回の就農体験会で延べ 12 名が利用

14 頁 涌井 仙一郎
国民健康保険の基準外繰り入れは 一般会計からの基準外繰り入れについ

ては行うべきでない

村公共インフラ施設の老朽化対策は 「駒場橋」は平成 31 年度から工事に着
手する計画

高山小学校に入学する 1 年生は 60 人。とても緊張しています。
4 月 5 日。

高山中学校入学式。1 年生 51 名は吹奏楽クラブの演奏で入場
しました。4 月 5 日。



［8］ 123号

新規就農者のリンゴ栽培体験会。

収穫期には賑わいをみせる高山りんご共撰所の直売所。

高
山
村
特
産
品
の

り
ん
ご
・
ぶ
ど
う
の
振
興
対
策
を

答   

高
山
ブ
ラ
ン
ド
が
維
持
で
き
る
よ
う

支
援
し
ま
す

質
問　

り
ん
ご
・

ぶ
ど
う
農
家
に
効

果
的
な
育
成
事
業
を

①
新
規
就
農
者
と
里
親
指
導

者
の
受
け
入
れ
体
制
は
。

②
農
業
後
継
者
に
村
独
自
の

助
成
制
度
の
新
設
を
。

③
新
わ
い
化
な
ど
果
樹
苗
木

の
補
助
制
度
と
利
用
状
況
は
。

④
り
ん
ご
圃
場
の
整
備
状
況

と
信
州
「
高
山
さ
わ
や
か
り

ん
ご
」
の
生
産
の
維
持
、
増

産
対
策
の
支
援
は
。

⑤
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
と

し
て
、
り
ん
ご
・
ぶ
ど
う
の

申
し
込
み
が
多
い
と
聞
い
て

い
る
が
、
最
終
的
な
ふ
る
さ

と
納
税
の
総
額
と
返
礼
品
の

対
応
状
況
は
。

答
弁
（
内
山
村
長
）

①
平
成
18
年
度
よ
り
29
年
度

ま
で
に
村
外
か
ら
移
住
し
就

農
さ
れ
た
方
は
16
名
で
、
作

物
別
に
は
、
り
ん
ご
・
ぶ
ど

う
７
名
、
ワ
イ
ン
ぶ
ど
う
６

名
、
そ
の
他
稲
作
等
に
取
り

組
ま
れ
て
い
る
方
３
名
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

里
親
農
業
者
は
、
現
在
本

村
で
は
11
名
の
登
録
者
の
方

と
新
た
に
５
名
の
方
に
登
録

い
た
だ
く
事
と
な
っ
て
い
ま

す
。

②
村
単
独
事
業
と
し
て
認
定

就
農
者
を
対
象
に
こ
れ
ま
で

の
補
助
に
加
え
、
29
年
度
よ

り
果
樹
生
産
に
必
要
な
棚
資

材
の
購
入
経
費
等
も
補
助
対

象
に
し
ま
す
。
既
存
の
制
度

を
有
効
に
活
用
し
て
頂
く
よ

う
周
知
し
て
い
き
ま
す
。

③
こ
こ
数
年
高
接
ぎ
の
穂
木

に
対
す
る
補
助
申
請
が
あ
っ

た
の
み
で
新
わ
い
化
な
ど
の

苗
木
に
対
す
る
申
請
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
国
の
耕
作

放
棄
地
再
生
利
用
交
付
金
を

活
用
し
て
平
成
28
年
度
に
２

件
41
ａ
で
新
わ
い
化
栽
培
の

実
績
が
あ
り
ま
す
。

④
新
植
・
改
植
の
た
め
の
苗

木
の
助
成
、
高
齢
者
に
も
容

易
に
栽
培
が
で
き
る
り
ん
ご

の
高
密
植
栽
培
の
普
及
等
、

農
家
の
皆
さ
ん
が
意
欲
を

持
っ
て
果
樹
生
産
を
維
持
・

拡
大
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

全
力
を
挙
げ
て
支
援
し
ま
す
。

⑤
ふ
る
さ
と
納
税
の
受
け
入

れ
総
額
は
１
８
０
１
件
、
１

５
７
２
万
円
で
、要
望
の
あ
っ

た
返
礼
品
は
、
ぶ
ど
う
が
５

１
６
件
、
り
ん
ご
が
３
２
２

件
で
、
返
礼
品
全
体
の
８
割

程
度
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
、

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
大

変
有
益
な
事
業
で
あ
り
、
村

内
経
済
の
活
性
化
と
魅
力
あ

る
村
づ
く
り
に
生
か
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

松 本  　 茂  議 員

一 般 質 問
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「
空
き
家
バ
ン
ク
」
登
録
の
推

進
を
図
っ
て
い
く
つ
も
り
か
。

ま
た
、
新
規
就
農
を
希
望
す

る
皆
さ
ん
な
ど
、
利
用
希
望

者
へ
ど
の
様
に
情
報
を
提
供

し
て
い
く
の
か

質
問　

高
山
で
は
、
平
成
28

年
度
に
「
空
き
家
バ
ン
ク
」

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
が
、
当

初
登
録
さ
れ
た
７
件
以
降
、

登
録
さ
れ
た
所
有
者
が
お
ら

れ
ま
せ
ん
。
今
後
ど
の
様
に

「空き家バンク」へ登録済みの住宅。

技術大会に向けて、早朝の訓練に励む消防団員。

村
内
で
年
々
増
加
す
る
「
空
き
家
」
の

有
効
活
用
は

消
防
団
員
の
高
年
齢
化
が
進
む
中
で

団
員
の
確
保
は

答   

引
き
続
き
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
登
録
件
数
増
に

取
り
組
み
ま
す

答   「
女
性
団
員
」
や
「
機
能
別
団
員
」
な
ど
の

採
用
も
検
討
し
ま
す

質
問　

人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
、
就
業
構
造
の
変
化
に

伴
い
団
員
を
確
保
す
る
こ
と

が
、
難
し
く
な
っ
て
お
り
ま

す
。
今
後
、
機
能
別
団
員
、

女
性
団
員
、
期
限
付
団
員
な

ど
を
採
用
す
る
考
え
は
な
い

か
。

答
弁
（
宮
本
総
務
課
長
）

　

入
団
時
に
決
め
た
特
定
の

活
動
・
役
割
等
に
参
加
す
る

「
機
能
別
団
員
」
や
、
女
性
と

し
て
の
感
性
を
生
か
し
、
地

域
住
民
と
密
着
し
た
活
動
を

展
開
し
て
い
く
上
で
、
重
要

な
役
割
を
果
た
す
「
女
性
団

員
」。
主
に
昼
間
の
消
防
力
を

強
化
す
る
た
め
の
、
２
年
間

等
の
期
限
を
つ
け
て
団
員
と

な
る
「
期
限
付
団
員
」
な
ど
、

ど
の
様
な
形
態
を
取
り
入
れ

る
こ
と
が
、
本
村
消
防
団
活

動
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
の

か
を
含
め
検
討
し
ま
す
。

答
弁
（
牧
建
設
水
道
課
長
）

　

村
で
は
人
口
減
少
が
進
み
、

一
部
の
集
落
で
は
集
落
の
維

持
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

空
き
家
を
有
効
に
活
用
し
て

頂
く
事
が
人
口
減
少
に
悩
む

地
域
に
と
っ
て
は
、
有
効
な

手
立
て
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
、区
長
会
議
や
ブ
ロ
ッ

ク
行
政
懇
談
会
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
機
会
を
捉
え
て
こ
の
制

度
つ
い
て
説
明
し
、
先
ず
は

「
空
き
家
バ
ン
ク
」
登
録
件
数

を
増
や
す
事
に
全
力
を
尽
く

し
ま
す
。
情
報
提
供
に
つ
い

て
は
、
全
国
版
の
「
空
き
家

バ
ン
ク
」
の
検
索
サ
イ
ト
へ

の
参
画
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

西 原  澄 夫  議 員

一 般 質 問
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国保高山診療所。

2018 年 01 月 23 日 17 時 11 分
群馬県の草津白根山の本白根山が噴火しました。

湯 本  辰 雄  議 員

国
保
税
の
引
き
下
げ
を
求
め
る

答   

現
段
階
で
は
、
引
き
下
げ
は
で
き
ま
せ
ん

質
問　

企
業
を
退
職
後
は「
親

か
ら
受
け
継
い
だ
農
地
を
守

ろ
う
」
と
い
う
皆
さ
ん
が
多

数
い
ま
す
。
年
金
受
給
年
齢

が
65
歳
に
な
り
、
60
歳
以
上

で
新
た
に
農
業
経
営
さ
れ
る

方
々
は
自
己
責
任
で
田
畑
の

維
持
管
理
を
行
お
う
と
し
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
機
械
の
導

入
、
肥
料
、
種
苗
、
農
薬
等

の
購
入
が
必
要
で
す
が
、
有

利
な
助
成
制
度
に
つ
い
て
ご

不
明
の
方
が
多
い
か
と
思
い

質
問　

今
年
の
１
月
23
日
に

草
津
白
根
山
の
本
白
根
山
で

噴
火
し
ま
し
た
。
死
者
１
名
、

11
人
が
重
軽
傷
を
負
い
ま
し

た
。

①
本
村
で
の
被
害
状
況
。

②
気
象
庁
な
ど
か
ら
の
噴
火

情
報
の
有
無
。

③
本
村
の
噴
火
防
災
計
画
の

有
無
や
、
住
民
へ
の
周
知
状

況
に
つ
い
て
。

答
弁
（
藤
沢
副
村
長
）

①
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
事
前
の
噴
火
情
報
は
あ
り

ま
せ
ん
。

③
草
津
白
根
山
火
山
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
見
直
し
、
周
知

啓
発
を
図
り
ま
す
。

質
問　

国
保
税
は

県
内
の
町
村
の
１

人
当
り
平
均
国
保

税
よ
り
約
１
万
円

高
額
で
す
。
４
月
か
ら
国
保

会
計
が
県
に
移
管
さ
れ
ま
す
。

①
本
村
の
国
保
基
金
が
１
億

円
程
あ
る
の
で
、
取
り
崩
し

て
１
人
当
た
り
１
万
円
の
値

下
げ
を
求
め
ま
す
。

②
今
後
の
基
金
の
取
り
扱
い

は
ど
う
す
る
の
か
。

答
弁
（
宮
川
村
民
生
活
課
長
）

　

国
保
会
計
は
医
療
費
の
増

額
が
続
い
て
い
ま
す
。
県
へ

の
納
付
金
と
村
民
か
ら
の
国

保
税
収
入
等
と
の
差
額
は
少

な
く
、
国
保
運
営
協
議
会
か

ら
は
「
据
え
置
き
」
と
の
答

申
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

①
基
金
を
取
り
崩
し
て
の
国

保
税
の
引
き
下
げ
は
、
現
段

階
の
国
保
運
営
状
況
を
踏
ま

え
る
と
引
き
下
げ
は
で
き
ま

せ
ん
。

②
医
療
費
の
急
激
な
増
嵩
も

あ
る
の
で
、
今
後
も
適
正
な

運
用
を
図
り
ま
す
。

ま
す
。「
良
く
田
畑
の
継
承
を

引
き
受
け
て
く
れ
た
な
」
と

い
う
気
持
ち
で
、新
た
な
「
就

農
お
祝
い
金
」
や
「
有
利
な

助
成
制
度
の
創
設
」
を
求
め

ま
す
。

答
弁
（
柴
田
産
業
振
興
課
長
）

　

55
歳
ま
で
の
農
業
者
を
対

象
に
し
た
支
援
事
業
は
各
種

あ
り
ま
す
の
で
、
現
行
制
度

の
活
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

60
歳
以
上
の
方
も
、
農
協
や

村
に
相
談
し
て
ほ
し
い
。

噴火災害情報の充実を
答   草津白根山

火山ハザードマップを見直します

Ｕ
タ
ー
ン
農
業
後
継
者
に

経
営
補
助
金
（
仮
称
）
の
新
設
を

答   

現
行
制
度
の
活
用
を
お
願
い
し
ま
す

一 般 質 問
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答
弁
（
内
山
村
長
）

　

７
０
０
０
人
余
り
の
人
口

を
８
０
０
０
人
と
い
う
高
い

ハ
ー
ド
ル
を
掲
げ
た
の
は
村

民
の
皆
さ
ん
に
何
か
と
元
気

を
出
し
て
も
ら
い
、
大
き
な

期
待
と
願
い
を
持
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
か

ら
で
す
。
村
民
の
皆
様
が
将

来
に
わ
た
り
、「
生
活
の
質
」

質
問　

人
口
８
０
０
０
人
の

村
づ
く
り
で
す
が
、
長
と
し
て

当
選
し
た
時
期
よ
り
人
口
は

減
少
し
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
の

ペ
ー
ス
で
い
き
ま
す
と
、
あ
と

数
年
で
７
０
０
０
人
を
割
り

込
む
と
い
う
厳
し
い
状
態
に

な
る
と
思
い
ま
す
。
ど
の
よ
う

な
対
策
な
り
政
策
を
も
っ
て

お
ら
れ
る
か
伺
い
た
い
。

ふるさと納税の対応についても質問をしました。業者委託に伴う村
の独自性の確保と、特産品の活用については、返礼品が村内産であ
ることが条件とのこと。また目標額については、納税者の好意によ
ることから定めることは困難との答弁でした。

人
口
８
０
０
０
人
の
村
づ
く
り
の
現
在
認
識
は

答   

村
民
の
元
気
の
出
る
村
づ
く
り
の
一
環

水 谷 　  清  議 員

「
心
の
豊
か
さ
」「
高
山
村
に

暮
す
幸
せ
」
を
実
感
で
き
る

政
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　

ま
ず
、
婚
活
事
業
や
子
育

て
支
援
の
充
実
、
住
宅
環
境

の
整
備
、
雇
用
の
確
保
、
産

業
の
振
興
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
「
道
の
駅
・
星
の
駅
」

構
想
は
、
新
た
に
「
賑
わ
い

の
場
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し

て
取
り
組
み
、
元
気
な
観
光

の
基
盤
づ
く
り
に
す
る
つ
も

り
で
す
。

　

人
口
減
少
抑
制
政
策
と
し

て
結
婚
か
ら
妊
娠
、
出
産
、

子
育
て
、
教
育
に
至
る
ま
で

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た

祝
い
金
や
給
食
費
の
引
き
下

げ
な
ど
子
育
て
支
援
等
の
充

実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

若
い
皆
さ
ん
や
子
育
て
世
代

の
皆
さ
ん
に
魅
力
あ
る
住
み

よ
い
村
づ
く
り
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

再
質
問　

改
め
て
「
め
ざ
せ
、

８
０
０
０
人
」
の
人
口
問
題

は
村
長
と
し
て
の
公
約
で
す

か
、
確
認
い
た
し
ま
す
。

答
弁　

私
と
し
て
の
公
約
と

受
け
止
め
て
い
ま
す
。
村
民

の
元
気
の
出
る
村
づ
く
り
の

一
環
と
思
っ
て
い
ま
す
。

一 般 質 問
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村
は
「
高
山
村
地
域
公
共

交
通
再
編
」
の
10
月
実
施
を

示
し
ま
し
た
が
、
こ
の
計
画

は
国
土
交
通
省
か
ら
認
定
さ

れ
た
の
か
。

　

現
状
の
バ
ス
運
行
は
、
村

が
赤
字
補
填
し
て
い
ま
す
が
、

新
し
い
計
画
は
村
の
財
政
的

質
問　

村
の
現
状

の
バ
ス
路
線
は
利

用
者
も
少
な
く
、

赤
字
路
線
で
あ
る
こ
と
は
村

民
の
だ
れ
も
が
承
知
し
て
い

ま
す
が
、
交
通
弱
者
は
公
共

交
通
し
か
頼
る
も
の
が
あ
り

ま
せ
ん
。

新
し
い
公
共
交
通
網
の

財
政
負
担
と
ネ
ッ
ト
で
の
対
応
は

答   

負
担
は
軽
減
、
ネ
ッ
ト
は
検
討
し
ま
す

な
負
担
が
軽
く
な
る
か
。

　

計
画
の
中
の
デ
マ
ン
ド
交

通
は
事
前
の
予
約
が
必
要
で
、

今
ま
で
と
勝
手
が
違
い
ま
す
。

乗
降
場
所
・
予
約
な
ど
慣
れ

る
ま
で
混
乱
が
生
じ
る
お
そ

れ
も
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
よ

う
に
回
避
す
る
の
か
。

　

予
約
に
つ
い
て
、
ネ
ッ
ト

対
応
、予
約
期
限
、受
付
時
間
、

受
付
体
制
等
の
計
画
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁
（
宮
川
村
民
生
活
課
長
）

　

国
の
「
財
政
特
例
」
の
認

定
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
国
土

交
通
省
と
協
議
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。し
か
し
ハ
ー

ド
ル
が
高
く
、
計
画
を
策
定

し
た
３
３
５
自
治
体
の
内
、

認
定
は
21
自
治
体
で
す
。

　

現
在
は
国
庫
補
助
対
象
で

な
い
路
線
系
統
も
あ
り
ま
す
。

新
た
な
計
画
の
２
系
統
は
国

庫
補
助
対
象
と
し
、
車
両
台

数
や
運
転
手
の
削
減
で
村
の

負
担
金
は
減
額
で
き
、
支
線

交
通
は
10
人
乗
り
小
型
車
両

の
運
行
で
、
経
費
が
削
減
で

き
る
と
考
え
ま
す
。

　

予
約
制
の
デ
マ
ン
ド
交
通

は
利
用
方
法
が
大
き
く
変
わ

る
た
め
、
ブ
ロ
ッ
ク
行
政
懇

談
会
・
広
報
紙
・
ホ
ー
ム
ペ
ー

西 條  正 純  議 員

YOU游ランドの駐車場から芝生広場と建物を望む。ここが交通結節点に
なりますが、待合室などの場所は検討中。支線交通への乗り継ぎがしや
すく、無線LAN が使える便利な施設が期待されます。

導入を予定している「IC カードくるる」は、長野市内を走る路線バスと、
すざか市民バスでも利用できます。バスのカード読み取り機に「くるる」
を軽くタッチするだけで支払いができ、小銭を用意しなくて済みます。

ジ
・
全
戸
配
布
チ
ラ
シ
・
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど
で
周
知
し

ま
す
。
当
面
１
台
の
予
定
で
、

前
日
ま
で
の
予
約
で
す
。
受

付
は
電
話
と
し
、
ネ
ッ
ト
予

約
は
検
討
し
ま
す
。

　

ま
た
「
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
く
る

る
」
を
導
入
し
利
便
性
を
図

り
ま
す
。

再
質
問　

予
約
を
ネ
ッ
ト
対

応
す
る
こ
と
に
よ
り
利
用
者

が
増
え
る
可
能
性
が
高
く
、

相
乗
り
申
し
込
み
も
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
早

期
の
導
入
を
。

　

高
井
・
中
山
エ
リ
ア
の
デ

マ
ン
ド
交
通
の
対
象
者
は
限

ら
れ
る
の
か
、
村
民
以
外
も

利
用
で
き
る
の
か
。
ま
た
利

用
者
登
録
は
必
要
な
の
か
。

答
弁　

ネ
ッ
ト
対
応
の
メ

リ
ッ
ト
は
理
解
し
て
い
ま
す

の
で
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

高
井
・
中
山
エ
リ
ア
の
方

は
事
前
登
録
が
必
要
で
す
。

一 般 質 問
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網
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
さ

ら
な
る
「
防
災
力
の
強
化
」

と
「
確
実
な
情
報
伝
達
」
が

で
き
ま
す
。

　

災
害
時
等
の
停
電
時
で
も

「
無
給
電
出
力
機
能
付
光
端

末
」
を
各
家
庭
に
設
置
し
放

送
が
出
来
る
よ
う
計
画
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｆ
Ｍ
電
波
を
使
用

す
る
放
送
局
、い
わ
ゆ
る
「
防

災
局
」
を
使
い
、
速
や
か
な

放
送
支
援
体
制
を
整
え
て
災

害
時
の
断
線
等
の
対
策
を
整

質
問　

農
村
情
報
連
絡
無
線

の
光
ケ
ー
ブ
ル
を
使
っ
て
の

有
線
化
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

　

災
害
時
の
停
電
や
断
線
等

の
対
策
は
。

　

須
高
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
未

加
入
世
帯
へ
の
対
応
は
。

答
弁
（
内
山
村
長
）

　

防
災
無
線
は
30
年
余
り
経

過
し
て
お
り
老
朽
化
が
進
み
、

機
器
の
更
新
時
期
を
迎
え
て

い
ま
す
。
80
％
近
く
の
世
帯

が
加
入
し
て
い
る
須
高
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
の
光
ケ
ー
ブ
ル

現在の防災無線が老朽化したため、家庭の放送は光
ケーブルを使った有線放送になりますが、屋外の放
送はデジタル化された無線で放送されます。

10 月から新しく公共交通システムが構築され、支線交通は
10 人乗りの小型車になります。写真は現在村内を回っている
ふれあい号。

防
災
無
線
の
有
線
化
の
メ
リ
ッ
ト
は

答   

防
災
力
の
強
化
と
確
実
な
情
報
伝
達

備
し
ま
す
。

　

須
高
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
未

加
入
の
皆
さ
ん
に
は
防
災
上

大
変
重
要
な
施
設
で
す
の
で

十
分
周
知
を
し
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
て
配
線

工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　

各
戸
の
戸
別
受
信
機
は
村

の
条
例
に
基
づ
き
貸
与
と
し

て
お
り
ま
す
の
で
今
回
も
１

台
目
は
無
償
貸
与
を
考
え
て

い
ま
す
。

畔 上  孝 一  議 員

質
問　

地
域
公
共
交
通
網
計

画
の
デ
マ
ン
ド
方
式
の
導
入

を
も
っ
と
村
民
に
知
ら
せ
、

理
解
を
得
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
。
山
田
温
泉
、
牧
区
の

運
行
計
画
は
。
乗
り
換
え
拠

点
に
は
待
合
室
の
設
置
を
。

ま
た
料
金
の
割
引
制
度
は
あ

る
の
か
。

答
弁
（
宮
川
村
民
生
活
課
長
）

　

新
し
い
デ
マ
ン
ド
方
式
を

取
り
入
れ
た
バ
ス
の
運
行
を

本
年
10
月
か
ら
実
施
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
計
画
を
実
行

に
移
す
前
に
、
そ
の
内
容
を

ブ
ロ
ッ
ク
懇
談
会
を
は
じ
め
、

区
長
会
等
の
各
種
団
体
の
会

議
の
中
で
説
明
を
し
ま
す
。

ま
た
、
チ
ラ
シ
の
全
戸
配
布

や
須
高
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な

ど
あ
ら
ゆ
る
媒
体
を
通
し
て

周
知
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

山
田
温
泉
と
牧
区
は
朝
夕

は
こ
れ
ま
で
と
同
じ
長
電
バ

ス
を
運
行
。
10
時
か
ら
16
時

デマンド方式の
交通の導入は

答   本年10月から運行予定

頃
の
間
は
支
線
交
通
と
し
て

10
人
乗
り
の
ワ
ゴ
ン
車
運
行

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

デ
マ
ン
ド
方
式
の
予
約
は

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
内

で
行
う
予
定
で
す
。
乗
り
換

え
場
所
と
な
る
Ｙ
Ｏ
Ｕ
游
ラ

ン
ド
に
は
待
合
室
が
必
要
と

考
え
ま
す
が
、
場
所
等
は
検

討
し
ま
す
。

　

70
歳
以
上
の
方
や
障
害
を

お
持
ち
の
方
等
に
は
村
が
７

割
を
負
担
す
る
割
引
制
度「
お

で
か
け
パ
ス
ポ
ー
ト
」
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

一 般 質 問
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②
保
険
給
付
費
は
増
加
傾
向

に
あ
る
が
、
一
般
会
計
か
ら

基
準
外
繰
り
入
れ
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
お
ら
れ

る
か
。

答
弁
（
宮
川
村
民
生
活
課
長
）

①
県
内
市
町
村
の
動
向
を
見

質
問　

平
成
30
年

度
か
ら
国
民
健
康

保
険
制
度
の
財
政

運
営
主
体
が
県
に
移
り
、
保

険
料
の
算
定
方
式
が
変
わ
る
。

①
標
準
保
険
料
は
こ
れ
ま
で

よ
り
、
安
く
な
る
の
か
。

国
民
健
康
保
険
の
基
準
外
繰
り
入
れ
は

答   

一
般
会
計
か
ら
の
基
準
外
繰
り
入
れ
に

つ
い
て
は
行
う
べ
き
で
な
い

な
が
ら
、
算
定
方
式
に
つ
い

て
税
制
改
定
と
と
も
に
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

②
医
療
給
付
の
急
激
な
増
嵩

な
ど
に
よ
り
、
国
保
財
政
が

危
機
的
状
況
に
陥
っ
た
場
合

に
、
基
本
的
に
は
今
あ
る
基

金
の
取
り
崩
し
や
、
国
保
税

の
見
直
し
等
に
よ
り
対
応
し

ま
す
。
恒
常
的
な
一
般
会
計

か
ら
の
基
準
外
繰
り
入
れ
に

つ
い
て
は
行
う
べ
き
で
な
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

建設中の七味温泉橋橋梁工事。

県立信州医療センターの新棟（東棟）。医療費後払いサービスが導入されて
います。

涌 井  仙 一 郎  議 員

質
問　

平
成
29
年
度
か
ら
の

40
年
間
の
期
間
と
す
る
「
村

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」

が
提
示
さ
れ
て
い
る
が
、
イ

ン
フ
ラ
施
設
の
主
な
整
備
計

画
事
業
は
ど
う
か
。

答
弁
（
牧
建
設
水
道
課
長
）

　

特
に
損
傷
の
著
し
い
「
駒

場
橋
」
は
平
成
30
年
度
に
設

計
を
行
い
、
31
年
度
か
ら
工

事
に
着
手
す
る
計
画
で
す
。

村
道
堀
之
内
・
荒
井
原
線
と

荒
井
原
・
久
保
線
の
修
繕
工

事
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

林
道
湯
沢
線
を
中
心
に
８

橋
の
点
検
を
実
施
、
村
道
と

村公共インフラ施設の
老朽化対策は

答   「駒場橋」は平成31年度から
工事に着手する計画

同
様
に
「
橋
梁
長
寿
命
化
修

繕
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
か
ら
は
高
井

地
区
の
重
要
な
水
源
で
あ
る

本
沢
水
源
か
ら
の
導
水
管
の

布
設
替
え
や
、
牧
地
籍
の
屋

知
水
源
の
導
水
管
の
布
設
替

え
工
事
を
実
施
す
る
予
定
で

す
。

一 般 質 問
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新聞記者として各国を回られた松本仁一先生。

チャオルで開かれた高山村老連との懇談会。

研修会での遠藤特任教授の講演。（小布施公民館）

　

１
月
22
日
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
で
元
朝
日
新
聞
編
集
委
員
の

松
本
仁
一
先
生
を
迎
え
、
議
会

新
春
講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

　
「
中
東
不
安
、
日
本
で
テ
ロ

は
？
」
の
演
題
で
お
話
を
頂
き

ま
し
た
。
中
東
と
い
う
と
私
た

ち
は
メ
デ
ィ
ア
か
ら
断
片
的
に

情
報
が
入
る
だ
け
で
す
が
、
松

本
先
生
は
記
者
と
し
て
現
地
に

入
ら
れ
、
ア
フ
リ
カ
支
局
長
（
ナ

イ
ロ
ビ
）、
中
東
ア
フ
リ
カ
総
局

長
（
カ
イ
ロ
）
を
勤
め
ら
れ
る

等
、
シ
リ
ア
、
イ
ラ
ク
、
イ
ラ

ン
な
ど
の
現
地
で
の
見
聞
を
含

め
、
私
達
が
聞
い
た
こ
と
が
な

い
テ
ロ
拡
散
の
話
な
ど
大
変
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
の
誕
生
で
日
本
も
テ
ロ
の
対

象
に
な
る
」「
日
本
は
石
油
を
中

東
に
依
存
し
て
い
る
」
こ
と
な

ど
を
、
詳
し
く
わ
か
り
や
す
く

話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

先
生
に
は
遠
い
高
山
村
ま
で
来

て
い
た
だ
き
、
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

な
お
、
松
本
先
生
の
講
演
に

際
し
、
梨
本
議
員
に
大
変
ご
尽

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
先
生
の
お
帰
り
の
際
、

関
東
地
方
の
大
雪
で
交
通
が
大

混
乱
し
て
お
り
、
昭
島
市
に
あ

る
ご
自
宅
へ
の
到
着
が
夜
11
時

過
ぎ
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
改

め
て
松
本
先
生
に
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。　　
　
　

 （
畔
上
孝
一
）

上高井郡町村議会議員研修会民
生
産
建
常
任
委
員
会

新しい発想で
地域起こしを

高
山
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
の

懇
談
会

　

２
月
８
日
小
布

施
町
に
お
い
て
、

小
布
施
町
と
高
山

村
の
議
会
議
員
の

合
同
研
修
会
を
行

い
ま
し
た
。

　

講
演
は
、
カ
ー

ボ
ン
ナ
ノ
チ
ュ
ー

ブ
の
研
究
で
有
名

な
、
信
州
大
学
特

任
教
授
の
遠
藤
守

信
先
生
で
し
た
。

先
生
は
、「
新
し
い

発
想
で
地
域
を
見

直
し
ま
し
ょ
う
。」

　

２
月
13
日
民
生
産
建
常
任
委

員
会
は
チ
ャ
オ
ル
に
お
い
て
毎

年
恒
例
の
高
山
村
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
と
懇
談
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
自
己
紹
介
の
の
ち
、

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
か
ら
高
齢

化
と
介
護
予
防
に
対
し
、
老
人

ク
ラ
ブ
の
関
わ
り
方
や
会
員
増

強
運
動
に
つ
い
て
提
起
が
あ
り

ま
し
た
。

を
主
題
に
、
教
育
の
課
題
や
家

庭
教
育
に
つ
い
て
お
話
さ
れ
ま

し
た
。
社
会
や
技
術
が
急
速
に

変
遷
す
る
21
世
紀
は
学
問
の
基

礎
を
し
っ
か
り
身
に
付
け
る
こ

と
に
よ
り
、
創
造
力
を
豊
か
に

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
創
造

力
を
豊
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
創
造
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

来
年
は
高
山
村
で
開
催
し
ま

す
。　

　
　
　
　
　

 （
湯
本
辰
雄
）

　

主
な
内
容
は
、
会
員
の
減
少

が
続
い
て
い
る
。
新
規
の
会
員

が
少
な
く
、
時
に
は
各
地
域
の

老
人
ク
ラ
ブ
が
消
滅
し
て
し
ま

う
こ
と
な
ど
、
大
変
深
刻
な
状

況
を
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

村
議
会
と
し
て
も
特
効
薬
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
で
き
る
だ
け

協
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
湯
本
辰
雄
）

新春講演会



［16］

紫
区髙

井　

央な
か
ば葉

発 行 / 〒 382-8510  長野県高山村議会
編 集 / 議会報編集特別委員会   
　　　TEL（026）245-1100
印 刷 / ㈱オフセット

発
行
責
任
者

　

議　
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酒
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康
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議
会
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編
集
特
別
委
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委
員
長　

涌
井
仙
一
郎
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委
員
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西
條　
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員　

湯
本　

辰
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委　

員　

畔
上　

孝
一

　

委　

員　

梨
本　

修
造

少
し
ず
つ
お
仲
間
に
入
れ
て
頂

き
、
細
々
と
で
す
が
今
も
楽
し

く
関
わ
ら
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
活
動
の
中
で
、
こ
ん
な

に
素
晴
ら
し
い
活
動
を
し
て
い
る

方
々
が
た
く
さ
ん
い
る
高
山
村
だ

か
ら
こ
そ
、
大
人
も
子
ど
も
も
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

も
、
皆
で
何
か
楽
し
い
こ
と
、
元

気
に
な
る
こ
と
が
し
た
い
！
と

い
う
話
が
持
ち
上
が
り
、
皆
で

『M
aru M

aru M
arche

（
マ
ル
マ

ル
マ
ル
シ
ェ
）』
を
始
め
ま
し
た
。

　
『M

aru M
aru M

arche

』
は
、

２
０
１
６
年
７
月
に
第
１
回
を

開
催
し
、
昨
年
ま
で
に
６
回
開
催

し
ま
し
た
。
海
外
の
市
（
マ
ル

シ
ェ
）
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
高
山

村
や
そ
の
周
辺
で
こ
だ
わ
り
を

持
っ
て
も
の
作
り
を
し
て
い
る

人
達
が
市
を
立
て
、
誰
で
も
寄

る
事
が
出
来
、
子
ど
も
達
も
元

気
に
遊
べ
る
場
所
を
作
る
こ
と
。

そ
し
て
、
そ
の
場
所
で
顔
を
合

わ
せ
る
こ
と
で
「
安
心
」
と
「
幸

せ
」、そ
し
て
「
暖
か
く
」
て
「
楽

し
い
」
時
間
を
共
有
し
て
い
き

た
い
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
ま
た
新
た
な
こ
と
も

　

私
達
家
族
が
高
山
村
に
移
住

し
て
き
た
の
は
、
次
女
が
生
ま

れ
て
す
ぐ
と
い
う
頃
で
し
た
。

　

私
は
長
野
県
小
諸
市
の
出
身
、

主
人
は
岐
阜
県
の
出
身
で
す
が
、

こ
の
高
山
村
の
雰
囲
気
が
ど
こ

と
な
く
ど
ち
ら
の
実
家
に
も
似

て
い
て
、
懐
か
し
さ
も
感
じ
、

住
む
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　

住
ん
で
み
る
と
雰
囲
気
が
合

う
だ
け
で
な
く
、
高
山
村
で
出

会
う
人
々
は
み
ん
な
と
て
も
暖

か
く
、
活
動
的
で
、
と
て
も
刺

激
を
受
け
ま
し
た
。
学
校
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
食
育
や
リ
ユ
ー

ス
、
読
み
聞
か
せ
の
活
動
等
々
。

★★

わ
た
し
の

声

☆ 
高
山
村
で
暮
ら
す
私
達 

☆

　

最
近
10
年
間
の
予
算
推
移
は

毎
年
若
干
の
増
加
傾
向
で
し
た

が
、
平
成
30
年
度
の
当
初
予
算

は
縮
小
予
算
で
す
。

　

将
来
人
口
推
計
が
国
立
社
会

保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
か

ら
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
１

５
年
を
１
０
０
と
し
て
、
30
年

後
の
推
計
は
県
全
体
で
76
・
９

と
推
計
し
て
い
ま
す
。
高
山
村

は
69
・
６
で
、
人
口
は
７
０
３

３
人
か
ら
４
８
９
５
人
に
減
少

と
し
て
い
ま
す
。
人
口
が
減
っ

て
い
け
ば
会
計
予
算
も
縮
小
す

る
と
い
う
相
関
関
係
が
、
こ
の

先
続
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ

の
よ
う
な
中
で
、
予
算
配
分
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
議
会
の

大
切
な
使
命
で
す
。（西

條
正
純
）

星☆マルシェのカウントダウンに参加。（2017 年 7 月 神明神社）

所属している和太鼓衆「呑
ど ん ぶ ら こ

舞楽鼓」で訪問演奏。（長野市御厨）

含
め
て
開
催
を
し
て
行
き
ま
す

の
で
、
楽
し
み
に
し
て
頂
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
我
が
家
は
家
族
で
和

太
鼓
の
演
奏
や
踊
り
等
も
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
こ
ち
ら
も
マ
ル

シ
ェ
同
様
、
人
と
人
が
顔
を
合

わ
せ
る
こ
と
、
楽
し
む
こ
と
の

大
切
さ
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　

夫
婦
と
子
ど
も
５
人
。
毎
日

大
騒
ぎ
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も

笑
い
合
い
な
が
ら
高
山
村
で
の

生
活
を
楽
し
ん
で
行
き
ま
す
。
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